
共 助
地域みんなで
協力・助け合い

連 携

協 力

自分の命や
財産は
自分で守る

自 助

行政による
防災対策

公 助

ハザードマップハザードマップ
保存版

令和7年2月



自分自身や家族・財産を
守ること

地域や近隣の人が互いに
協力し合うこと

消防、警察、自衛隊、行政
などによる救助や援助

〈地域の防災力〉自助

公助

共助

豊前市防災マップは、市民の皆さんに災害に関する情報を提供し、事前の備えに役立てて頂くことを
目的に作成したものです。
身の回りの災害危険箇所や避難所、避難経路を確認し、日頃から災害に備えてください。
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防災情報を確認しましょう。ステップ

1 豊前市や防災関係機関が発信する正確な情報を確認しましょう
➡ 3ページ 防災情報の収集

自宅周辺の「危険箇所」を確認しましょう。ステップ

3 自宅周辺に浸水想定区域や土砂災害警戒区域があるか確認しましょう
➡ 20～47ページ 洪水・土砂災害ハザードマップ
➡ 48～49ページ 地震ハザードマップ
➡ 50～53ページ 津波ハザードマップ
➡ 54～57ページ 高潮ハザードマップ

公園

自宅

避難所

公園

自宅

避難所

非常用持ち出し品を確認しましょう。ステップ

2 非常用持ち出し品・備蓄品を確認しましょう
※家族構成で持ち出し品は変わります
➡ 10～11ページ 非常用持ち出し品・備蓄品の準備&チェック

○見やすい場所に置き、常に確認できるようにしてください。
○表示してある危険箇所は、浸水被害や土砂災害が発生する可能性がある場所です。　　　　
自宅周辺の危険箇所を確認しましょう。
○避難する場合に備え、最寄りの避難所の確認や場合によっては安全な親戚・知人の家などに
避難することも検討しましょう。

家族で話し合ったことなどもふまえ、自宅から避難所や安全な親戚・知人の家など、避難する場所までの
経路や危ない場所などを記載したオリジナルマップを作成し、家族で共有しましょう。

危険な場所
川の近くなど、洪水時に
危険となるような場所
には印をつけておいて、
その道は通らないよう
にしましょう。

避難所
災害が起きたときの
避難所をチェックし
ましょう。

目印となる場所
避難経路上で目印となる
場所を書き込みましょう。
特に曲がり角には分かり
やすい目印を書き込みま
しょう。

避難経路
避難所までの経路を書き
込みましょう。

自宅
あなたの自宅を書き込み
ましょう。
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防災マップの使い方



集中豪雨や台風などによって、水害や土砂災害などの災害が発生するおそれがあるとき、どの情報を
もとに、どのタイミングで避難をするべきか？それぞれの状況に応じて避難できるよう、災害発生の
危険度と住民の方々が取るべき行動を5段階の「警戒レベル」を用いてお伝えします。

外出にも危険が伴う状況で、やむなく自
宅に留まる場合は、２階以上の出来る
だけ山側から離れた部屋に移動する。

裸足、長靴は厳禁。水中では脱げづらい
紐靴などが適している。また、氾濫水は
濁っているため、水面下が確認できない。

氾濫水は勢いが強く、大人の膝程度の深
さで歩行が困難となる。浸水してから自
宅外への避難は危険。

降雨が続き不安に思っても、川や用水路、
田畑の用水は見に行かない。やむを得な
い場合は複数人で行動する。

周囲の状況が危険で避難場所まで
移動できない場合は、自宅や近隣の
頑丈な建物のできるだけ高い階に避
難する。

2
垂 直

浸水が始まる前に早めの避難を

状況に応じた避難を（洪水） 状況に応じた避難を（土砂災害）

やむなく浸水の中を歩く際は 川や用水路に近づかない

5

4

3

2

1

住民がとるべき行動 市町村の行動 キキクル
（危険度分布）

指定河川
洪水予報警報等

＜警戒レベル4までに必ず避難！＞

命の危険　
直ちに安全確保！
命の危険　
直ちに安全確保！
・すでに安全な避難ができず、命が危
険な状況。いまいる場所よりも安全な
場所へ直ちに移動等する。

※必ず発令される情報
ではない

危険な場所から
全員避難
・台風などにより暴風が予想される場
合は、暴風が吹き始める前に避難を
完了しておく。

危険な場所から
高齢者等は避難
・高齢者等以外の人も必要に応じ、普
段の行動を見合わせ始めたり、避難
の準備をしたり、自主的に避難する。

自らの
避難行動を確認

災害への心構えを
高める

・ハザードマップ等により、自宅等の災
害リスクを再確認するとともに、避難
情報の把握手段を再確認するなど。

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫注意情報

災害切迫

危 険

警 戒

注 意

大雨
特別警報

大雨注意報
洪水注意報

早期
注意情報
（警報級の
可能性）

早期
注意情報
（警報級の
可能性）

大雨警報※

洪水警報 

土砂災害
警戒情報

警戒レベルに相当する
気象庁等の情報警戒

レベル

※ 夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル3に相当します。

2

避難情報

防災行政無線・防災ラジオ
市内に設置された防災行政無線
（屋外スピーカー）と各世帯に配布
している防災ラジオで、緊急情報
などを放送します。

テレビ・ラジオ
地上デジタル放送では、天気予報や災害に関する
情報を確認できる「データ放送」をリモコンの「d」
ボタンから配信しています。
NHKや民放各局で配信されており、気象情報や河
川水位、雨量の状況を知ることができます。

◀ 豊前市ホームページ
https://www.city.buzen.lg.jp/

◀ 福岡県河川防災情報
http://www.kasen.pref.fukuoka.lg.jp/bousai

◀ 豊前防災すまっぽん 上記サイトを集約したツールです。ご活用ください。

◀ 国土交通省川の防災情報
https://www.river.go.jp/

◀ 福岡管区気象台
http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/

豊前市WEB版ハザードマップ ▶ 
http://www.city.buzen.lg.jp/hazardmap/index.html

気象庁ホームページ ▶ 
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

九州電力送配電（停電情報） ▶ 
https://www.kyuden.co.jp/td_info_teiden/fukuoka.html

福岡県土砂災害危険度情報 ▶ 
http://www.sabo.pref.fukuoka.lg.jp/dosya/

bousai.buzen-city@raiden2.ktaiwork.jp

豊前市防災情報メール

豊前市内にある携帯電話に緊急災害情報を一斉配信するサービスです。機種により受信できない場合や受信設定が必要な
場合があります。詳しくは各携帯電話会社に問い合わせてください。

緊急速報メール

◎ Facebook（フェイスブック）
https://m.facebook.com/豊前市-391697130939741/ ◎ 公式LINE

災害に関する情報だけでなく、市からのお知らせや、イベント情報なども配信しています。
市公式SNS・LINE

防
災
関
係
機
関

市
民
の
み
な
さ
ん

インターネット
○気象庁ホームページ
○福岡県防災ホームページ
○豊前市ホームページ　など

災害情報システム・広報車
○防災行政無線
○防災ラジオ
○広報車巡回

メールなど
○防災メール・まもるくん
○緊急速報メール   ○防災情報メール
○市公式SNS（Facebook）

テレビ・ラジオ
○データ放送
○テレビ
○ラジオ　など

情報収集

情報配信

携帯電話・スマートフォン

福岡県による防災情報などのメール配信システムです。下記アドレスに空メールを送信し、折り返し届いたメールに従って
登録してください。　※登録料・情報料は無料ですが、登録・情報の受信に係わる通信費用は利用者負担となります。

【お問い合わせ先】　福岡県防災企画課　TEL：092-643-3114
◎ メールアドレス
mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp

◎ アプリ
https://www.bousai.pref.fukuoka.jp/lp/app_mamorukun/

防災メール・まもるくん

◎ 防災メール・まもるくんホームページ
https://www.bousai.pref.fukuoka.jp/mamorukun/

登録していただいた方に、市から気象情報・地震情報・避難情報などの防災情報をはじめ、防犯情報・火災情報・行方不明者情
報などを、携帯電話やパソコンに無料で配信するサービスです。下記アドレスに空メールを送信し、折り返し
届いたメールに従って登録してください。　※登録料・情報料は無料ですが、登録・情報の受信に係わる通信費用は利用者負
担となります。

d
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防災情報の収集



はん濫危険水位　　1.96ｍ
避難判断水位　　　1.73ｍ
はん濫注意水位　　1.60ｍ
水防団待機水位　　1.22ｍ 水防団が出動のために待機する水位

水防団の出動の目安とする水位
避難判断の参考となる水位
はん濫のおそれが生じる水位

佐井川

福岡県河川防災情報で佐井川新大の瀬橋水位観測所の水位を確認できます。川沿いでは最新の情報に注意し、
すばやい行動を心がけましょう。

馬場橋、梶屋橋には危機管理型水位計が設置されており、上記URLまたはQRコードより水位を確認できます。

http://www.kasen.pref.fukuoka.lg.jp/bousai/main.html河川水位情報 【佐井川 新大の瀬橋水位観測所】

◎ がけ崩れ

◎ 土石流

◎ 地すべり

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力を
弱め、雨や地震などの影響によって急
激に斜面が崩れ落ちることをいいま
す。がけ崩れは突然起きるため、人家の
近くで起きると逃げ遅れる人も多く、被
害者の割合も高くなっています。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の
影響と重力によってゆっくりと斜面下
方に移動する現象のことをいいます。
一般的に移動土塊量が大きいため、甚
大な被害を及ぼします。また一旦動き
出すと、これを完全に停止させることは
非常に困難です。

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。
ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪
雨などによって一気に下流へと押し流
されることをいいます。その流れの速
さは規模によって異なりますが、時速
20～40㎞という速度で一瞬のうちに人
家や畑などを壊滅させてしまいます。

こんな前ぶれに
注意して！

その場所に降った
雨水や、周りから流
れ込んできた水が
はけきれず溜まっ

て起きる洪水。的確なタイミン
グで警報や避難勧告を出すの
が難しいため、注意が必要。

大雨の水が川に集ま
り、川の水かさが増し
堤防を超える、あるい
は堤防を決壊させて

川の水が外にあふれておきる洪水。
氾濫が起きると一気に水かさが増
すため、最大の注意が必要。
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洪水・浸水・土砂災害

● 浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）

● 土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

洪水警報の危険度分布は、洪水警報を補足する情報です。 中小河川（水位周知河川及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの
予測を示しており、洪水警報等が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができます。

注意

5
相当

4
相当

3
相当

2
相当

大雨特別警報（浸水害）の指標に用いる
基準に実況で到達

3時間先までに警報基準を大きく超過した
基準に到達すると予想

3時間先までに警報基準に到達すると予想

3時間先までに注意報基準に到達すると予想
洪水災害への注意が必要な状況。

ー

ー

ー ー

色が持つ意味

災害切迫
緊急安全確保※5

避難指示

高齢者等避難

危険

今後の情報等に留意

状　況

警戒 洪水災害への警戒が必要な状況。

（立ち退き避難がかえって危険な場合）
命の危険　直ちに身の安全を確保！

水位が一定の水位を超えている場合には、安全な場
所へ避難する。※3

ハザードマップ等により避難行動を確認する。
今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意する。

今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意する。

住民等の行動の例※1・2
内閣府のガイド

ラインで発令の目安
とされる避難情報

相当する
警戒レベル

水位が一定の水位を超えている場合には、高齢者等は安全な
場所へ避難する。※4高齢者等以外の方も、普段の行動を見合
わせ始めたり、避難の準備をしたり、自ら避難の判断をする。

※１ 洪水キキクルに関わらず、自治体から避難情報が発令された場合や河川管理者から氾濫危険情報等が発表された場合には速やかに避難行動をとること。
※２ 洪水予報河川の外水氾濫については、洪水キキクルではなく、河川管理者と気象台が共同で発表している指定河川洪水予報等を踏まえて避難情報が発令されるため、それらに留意し、適切な避難行動を心がけること。
※3 洪水予報河川・水位周知河川以外で水位を観測していない河川においては、現地情報を活用した上で、洪水キキクル（紫）を参考に安全な場所へ避難する。
※4 洪水予報河川・水位周知河川以外で水位を観測していない河川においては、洪水キキクル（赤）を参考に高齢者等は安全な場所へ避難する。
※5 災害が発生・切迫している状況を市町村が必ず把握することができるとは限らないこと等から、緊急安全確保は必ず発令される情報ではない。また、警戒レベル5相当情報が出たからといって、必ず緊急安全確保が発令

されるわけではない。

水位周知河川・その他河川がさらに増水し、今後氾濫
し、重大な洪水災害が発生する可能性が高い状況。

重大な洪水災害が切迫。
洪水災害がすでに発生している可能性が高い状況。

＜警戒レベル4までに必ず避難！＞

＜警戒レベル4までに必ず避難！＞

＜警戒レベル4までに必ず避難！＞

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund/lat:33.568289/lon:131.080627/zoom:10/colordepth:normal

大雨警報（浸水害）の危険度分布は、大雨警報（浸水害）を補足する情報です。
短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を示しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに、どこで危険度が高まる
かを面的に確認することができます。

注意

大雨特別警報（浸水害）の指標に用いる
基準に実況で到達

1時間先までに警報基準を大きく超過した
基準に到達すると予想

1時間先までに警報基準に到達すると予想

1時間先までに注意報基準に到達すると予想

周囲より低い場所で側溝や下水が溢れ、道路が冠水するおそれがある。住宅の地
下室や道路のアンダーパスに水が流れ込むおそれがある。周囲より低い場所にあ
る家屋が、床下まで水に浸かるおそれがある。

色が持つ意味
災害切迫

危険

今後の情報等に留意

想定される周囲の状況例

警戒 側溝や下水が溢れ、道路がいつ冠水してもおかしくない。周囲より低い場所にあ
る家屋が、床上まで水に浸かるおそれがある。

（立ち退き避難がかえって危険な場合）
命の危険　直ちに身の安全を確保！
【警戒レベル5相当】

周囲の状況を確認し、各自の判断で、屋内の浸水が
及ばない階に移動する。

今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に注意。ただ
し、各自の判断で、住宅の地下室からは地上に移動し、
道路のアンダーパスには近づかないようにする。

今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意。 普段と同じ状況。雨のときは、雨水が周囲より低い場所に集まる。

住民等の行動の例※

安全確保行動をとる準備が整い次第、早めの行動を
とる。高齢者等は速やかに安全確保行動をとる。

※ 浸水キキクルに関わらず、自治体から避難情報が発令された場合や下水道管理者から氾濫危険情報等が発表された場合には速やかに避難行動をとること。

道路が一面冠水し、側溝やマンホールの場所がわからなくなるおそれがある。道
路冠水等のために鉄道やバスなどの交通機関の運行に影響が出るおそれがあ
る。周囲より低い場所にある多くの家屋が、床上まで水に浸かるおそれがある。

重大な浸水害が切迫。
浸水害がすでに発生している可能性が高い状況。

大雨警報(土砂災害)の危険度分布は、大雨による土砂災害発生の危険度の高まりを、地図上で5段階に色分けして示す情報です。 
土砂災害警戒情報や大雨警報（土砂災害）等が発表されたときに、どこで危険度が高まっているかを把握することができます。

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/lat:33.568289/lon:131.080627/zoom:10/colordepth:normal

注意

大雨特別警報（土砂災害）の指標に用いる基
準に実況で到達

2時間先までに土砂災害警戒情報の基準に
到達すると予想

2時間先までに警報基準に到達すると予想

2時間先までに注意報基準に到達すると予想 土砂災害への注意が必要な状況。 ー

ーー ー

色が持つ意味

災害切迫
緊急安全確保※2 5

相当

4
相当

3
相当
2
相当

避難指示

高齢者等避難

危険

今後の情報等に留意

状　況

警戒 土砂災害への警戒が必要な状況。

（立ち退き避難がかえって危険な場合）
命の危険　直ちに身の安全を確保！

土砂災害警戒区域等の外へ避難する。

ハザードマップ等により避難行動を確認する。今後の情報や周囲の
状況、雨の降り方に留意する。
今後の情報や周囲の状況、雨の降り方に留意する。

住民等の行動の例※1
内閣府のガイドライン
で発令の目安と
される避難情報

相当する
警戒
レベル

高齢者等は土砂災害警戒区域等の外へ避難する。高齢者等以外の方も、普段
の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、自ら避難の判断をする。

命に危険が及ぶ土砂災害がいつ
発生してもおかしくない状況。

命に危険が及ぶ土砂災害が切迫。
土砂災害がすでに発生している
可能性が高い状況。

※１ 土砂キキクルに関わらず、自治体から避難情報が発令された場合には速やかに避難行動をとること。
※２ 災害が発生・切迫している状況を市町村が必ず把握することができるとは限らないこと等から、緊急安全確保は必ず発令される情報ではない。また、警戒レベル５相当情報が出たからといって、必ず緊急安全確

保が発令されるわけではない。

● 洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

※本ページの内容については、気象庁ホームぺージより抜粋して掲載しております。

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood/lat:33.568289/lon:131.080627/zoom:10/colordepth:normal
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キキクル



1 ～ 2分

3分

5分

10分

数時間

3日

地震
発生

推進地域の指定地域

最初の大きな揺れは約1分間
○まず、身を守る安全確保　手近な座布団などで頭を保護
○大きな揺れの場合は、身の安全を確保し、あわてて外に飛び出さない

揺れがおさまったら
○火元を確認　火が出たら、落ち着いて初期消火
○家族の安全を確認　倒れた家具の下敷きになっていないかを確認
○靴をはく　家の中はガラスの破片が散乱。靴や厚手のスリッパをはく
○避難するときは、屋根瓦・ブロック塀・自動販売機等に注意

みんなの無事を確認　火災の発生を防ぐ
○乳幼児や病人、高齢者など要配慮者の安全確保　隣近所で助け合う
○行方不明者はいないか　○ケガ人はいないか

○初期消火　消火器を使う　バケツリレー　風呂の水はため置きをしておく
○漏電・ガス漏れに注意　○電気のブレーカーを下ろす・ガスの元栓を閉める　○余震に注意

隣近所に
声をかけよう

出火防止
初期消火

ラジオなどで正しい情報を得る
○大声で知らせる　　○救出・救護を ○防災機関、自主防災組織の情報を確認
○デマにまどわされないように　  ○避難時に車は極力使用しない
○電話は緊急連絡を優先する

協力して消火活動、救出・救護活動
○水、食料は蓄えているものでまかなう　※3日間の飲料水と食料の備蓄をしておく
○災害・被害情報の収集  ○無理はやめよう
○助け合いの心が大切   ○壊れた家に入らない

南海トラフ地震は駿河湾から日向灘沖にかけて
のプレート境界を震源域として概ね100～150
年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震です。
前回の南海トラフ地震（昭和東南海地震（１９４
４年）及び昭和南海地震（１９４６年））が発生し
てから７０年以上が経過した現在では、次の南海
トラフ地震発生の切迫性が高まってきています。

気象庁による「南海トラフ地震に関連する情報」は、南海トラフ全域を対象に地震発生の可能性の高まりについてを知らせる
もので、この情報の種類と発表条件は以下の2種類です。

「南海トラフ地震に関連する情報」の種類及び発表条件
情報名 情報発表条件 キーワード キーワードが付記される条件

・南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南
海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調査を
開始した場合、または調査を継続している場合
・観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

・南海トラフの想定震源域またはその周辺でM６.８以
上の地震が発生した場合
・通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性があ
る場合

・南海トラフの想定震源域でM8.0以上の地震が発生
した場合（❶半割れケース）

・巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにもあてはま
らない場合

・南海トラフの想定震源域でM7.0以上、M8.0未満の
地震が発生した場合（❷一部割れケース）
・通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合　
（❸ゆっくりすべりケース）

・観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状
況の推移等を発表する場合
・「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例
会合における調査結果を発表する場合
  （ただし南海トラフ沿い地震臨時情報を発表する場合
は除く）
※すでに必要な防災対策がとられている際は、調査を
開始した旨や調査結果を南海トラフ地震関連解説情
報で発表する場合があります

南海トラフ地震
臨時情報

南海トラフ地震
関連解説情報

調査中

巨大地震警戒

巨大地震注意

調査終了

豊前市

出典：内閣府防災情報のページ 「南海トラフ地震対策南海トラフ地震防災対策推進地域の指定地域」

6

地 震

※最新
福岡県の活断層

豊前市豊前市

周防灘断層帯

警固断層帯 （南東部）

警固断層帯 （北西部）

西山断層帯 （嘉麻峠区間）

地震規模
（マグニチュード）

30年以内の
地震発生確率

小倉東断層

周防灘断層帯（主部）

南海トラフ

M7.1 不明

西山断層帯（嘉麻峠区間） M7.3 不明

M8～9 70～80%

M7.6 2～4％

警固断層帯（南東部） M7.2 0.3～6%

水縄断層帯 M7.2 ほぼ0%

福智山断層帯 M7.2 ほぼ0～3%

宇美断層 M7.1 ほぼ0%

日向峠‒小笠木峠断層帯 M7.2 不明

発生した地震規模
（マグニチュード） 30年以内の地震発生確率

平成28年熊本地震発生直前における確率 M7.3 ほぼ0%～0.9％

平成23年東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）発生直前における確率 M9.0 10％～20％

平成7年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）発生直前における確率 M7.3 0.02％～8％

活 断 層 最大想定震度 活 断 層 最大想定震度

小倉東断層

西山断層帯（嘉麻峠区間） 6弱

警固断層帯（南東部） 5弱

水縄断層帯 5弱

福智山断層帯 5強

宇美断層 5弱

日向峠‒小笠木峠断層帯 5弱

5強

6弱 立っていること
が困難になる。

南海トラフ 物につかまらないと
歩くことが難しい。5強

周防灘断層帯（主部）

直下10kmを
震源とする
M6.9の地震が
発生した場合

最大想定震度
はわないと動くこと
が出来ない。飛ばさ
れることもある。

6強

福岡県周辺の活断層等における地震規模と30年以内の地震
発生確率は以下のようになっています。

福岡県周辺の活断層等を震源とする地震が発生した場合の豊前市における最大想定震度は、以下のようになっています。
また、県の調査報告によると、活断層がない地域においても直下型地震の震源となる可能性があることから、その想定地震を
「直下10kmを震源とするマグニチュード6.9の地震」と位置づけ、最大想定震度を予測しています。その結果も以下に示します。

国立研究開発法人防災科学技術研究所「J-SHIS Map」より

福岡県地震に関する防災アセスメント調査報告書（平成24年3月）より

国（地震調査研究推進本部）による長期評価（令和3年1月1日現在）より

国や福岡県では、今後大きな被害をもたらすと予想される地震について調査・検討を実施し、その結果を
以下により明らかにしています。
そこで、この調査での豊前市における地震想定の概要をお知らせします。

豊前市では最大
震度6強の地震が
想定されています。
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より高い場所へ、よ
り海から遠い場所
へ速やかに避難し
ましょう。

津波は、地震などによって生じた海底の隆起・沈降
に伴い発生した海水の波が、四方八方へ広がり伝
わっていく現象です。

●豊前市では、「周防灘断層帯（主部）」で発生した地震の場合では、地震発生後の最速津波到達時間（※）は27分となります。最高
津波水位は「南海トラフ」で発生した地震の場合で3.2m（到達時間196分）と予測されています。

●津波の到達時間・水位は震源の位置だけでなく、潮位のほか、海底・流路などの地形とも関係があります。
（※）最速津波到達時間とは、地震発生から20cm水位上昇するまでに要する時間。

気象庁では、津波による災害の発生が予想される場合に、地震が発生してから約3分後を目途に
津波警報（大津波、津波）または津波注意報を発表します。

特に海岸に近いところでは、津波警報や避難指示（緊急）を
待っていては逃げ遅れる可能性があります。

車では渋滞や危険を招く可能性がある
ため、 原則徒歩で避難しましょう。

防災行政無線、防災ラジオやテレビ、ラ
ジオなどから正しい情報を入手しま
しょう。

東日本大震災では、地震発生から約30分後には津波が襲来し、非常に多くの方が犠
牲となりました。
地震が発生したら、津波がすぐに襲ってくると考え、ただちに避難しましょう。

※豊前市の津波予報区は「豊前豊後沿岸」に含まれます。

揺れたら
逃げる!

高い場所へ速やかに避難する

津波は何度も来る

津波の速度は速い

津波は場所により高くなる

水辺からすぐに離れる

避難したら戻らない

津波は遠くからも来る 原則徒歩で避難する 正しい情報を入手する

津波注意報であって
も水辺は危険。ただ
ちに海岸や川べりか
ら離れる。

津波の速度は非常に早
く、目に見えてから逃げ
るのでは間に合わない。

到達予想時刻が過ぎたり、第一波が引い
たとしても、津波警
報・注意報が解除され
安全が確認されるま
では避難を継続する。

津波は沿岸に近づき水深が浅くなるほど、
急激に高くなる。
また、V字型の湾
や岬の先端など、
地形の影響で局
所的に高くなる。

津波は遠方の地震等によって発生するこ
ともある。日本近海
の地震が伴わない
津波警報・注意報
にも注意する。

津波は一度だけでなく複数回襲来し、後
から来る津波の
方が高くなるこ
ともある。
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津 波

台風や低気圧

吸い上げ

気圧低下による海面の上昇

台風に伴う強い風

通常潮位

潮位2.5m

高潮注意報

潮位3.0m

高潮警報
数十年に一度の台風や

同程度の温帯低気圧により高潮と
なると予想される場合

高潮特別警報

風速15m/秒以上の半径

500km 以上～800km 未満 

800km 以上

大きさ

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

強さ
強い 33m/秒 以上～44m/秒 未満

非常に強い 44m/秒 以上～54m/秒 未満

猛烈な 54m/秒 以上

最大風速

風に向かって歩きにくく
なります。
傘がさせなくなります。

風に向かって歩けなくな
ります。
転倒する人もいます。

しっかりと身体を確保しな
いと転倒します。
風で飛ばされた物で窓ガラ
スが割れることもあります。

立っていられなくなります。
屋外での行動は危険。
樹木が根こそぎ倒れ始めます。

15m/秒以上～20m/秒未満 20m/秒以上～30m/秒未満 30m/秒以上～10m/秒以上～15m/秒未満

強い風 非常に強い風 猛烈な風やや強い

高潮は増水の速度が速く、満潮時刻の前後数時間は、潮位が短時間のうちに異常に上昇することが
あります。台風が接近・上陸している時は十分に注意しましょう。

日本には毎年多数の台風が接近あるいは上陸し、たびたび大きな被害をもたらします。
台風の接近が予想される際は、台風情報に十分注意し、被害のないように備えることが必要です。

高潮とは、台風や発達した低気圧の接近により、海面が異常に高くなる現象です。高潮が発生するとその高い潮位と波浪・強風
により、海水が堤防を越える可能性が高くなります。
また、高潮が発生している海域に流れ込む河川があれば、 高い潮位や波浪により河川の流れが阻害されます。そのため、川沿い
ではん濫が発生し、海岸から離れた内陸部にまで被害を及ぼすこともあります。

台風や発達した低気圧の中心が接近すると、中心付近の気
圧が低下し、海面が吸い上げられて上昇します。気圧が
1hPa低下すると海面
は1cm上昇します。
例えば、950hPaの台
風が接近すると、
1000hPaだった時よ
り50cm海面が上昇
します。

吸い上げ効果 吹き寄せ効果
台風による強い風が沖から海岸に向かって長時間吹き続け
ると、海水が海岸に吹き寄せられ、海岸付近の海面が異常に
上昇します。吹き寄せ
効果は風速や海岸の
状況により大きく異
なり、Ｖ字型の湾の奥
ほど高くなります。

平均風速（m/秒）
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高潮・台風



いざという時すぐに持ち出せるように、日頃から準備・点検を！□チェックしておきましょう。

ラジオ

電池（多めに用意）

常備薬

傷薬

風邪薬

鎮痛剤

絆創膏

包帯

胃腸薬

お薬手帳

現金

印鑑

健康保険証

マイナンバーカード

預金通帳

免許証

権利証書

懐中電灯

電池（多めに用意）

（できれば一人に
  ひとつ）

衣類(下着・上着など)タオル

生理用品

粉ミルク

離乳食

紙おむつ ウェットティッシュ

カッパ

ヘルメット

ライター ラップフィルム
(止血や食器に
  かぶせて使う)
ハザードマップ(本書)

筆記用具
(マジックなど)

携帯電話の充電器

ホイッスル歯ブラシ

携帯トイレ 裁縫セット 使い捨てカイロ

ガムテープ

非常用食品

紙皿

割りばし

缶切り

水筒

缶詰

ミネラルウォーター

栓抜き

紙コップ
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非常用持ち出し品・備蓄品の準備&チェック

● 備蓄物資の保管場所は、耐震性があること、津波・洪水
などの際に浸水しないこと、避難の際に持ち出しやす
いことなどに配慮して選定のうえ、従業員に周知して
おくことが重要

● 備蓄物資の保管は、賞味期限などに留意し、ローリン
グストックによる定期的な更新に努める

置いておく 買ってくる

備蓄品の保管場所を
周知しておこう

災害が発生した場合の避難所では、密閉した空間の中での集団生活等により新型コロナウイルスをはじめ、インフル
エンザや風邪等の感染症のリスクが高まる恐れがあります。少しでも感染リスクを軽減するために次のものを平時か
ら準備しておきましょう。

マスク

手洗い石けん

ウェットティッシュ

スリッパ

体温計

アルコール消毒液

タオル

飲料水としてペットボトルや
缶入りのミネラルウォーター
（1人1日3リットルを目安に）

お米(缶詰・レトルト・
アルファ米も便利)

卓上コンロ 生活用水
(風呂・洗濯機などに貯水)

ガスボンベ

毛布・寝袋・洗面用具・ 
ドライシャンプーなど

缶詰・レトル卜食品

調理器具(なべ・やかんなど)

貯水した防災タンクなど 

梅干し・調味料など

バケツ・各種アウトドア用品など

ドライフーズ・ 
チョコレート・アメ
(菓子類など)

古いものから消費する

消費と購入を
繰り返すことで
備蓄品の鮮度を
保てます

11



玄関などの出入口までの通路に、家具など倒れやすいものを
置かない。また、玄関にいろいろものを置くと、いざというと
きに、出入口をふさいでしまうこともある。

Check Point
安全に避難するため、 
出入口や通路にものを置かない

ブレーカーの位置を知り、スマホのライトや懐中電灯を活用
できるよう準備しておく。

Check Point
急な停電時の対応策を
知っておく

Check Point

部屋がいくつもある場合は、人の出入りが少ない部屋に
家具をまとめて置く。無理な場合は、少しでも安全なス
ペースができるよう配置換えする。

Check Point
家の中に逃げ場としての
安全な空間をつくる

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れやすい。家具の下
に小さな板などを差し込んで、壁や柱によりかかるよう
に固定する。また、金具や固定器具を使って転倒防止策
を万全にする。

家具の転倒を防ぐCheck Point

扉と扉の間
に針金など
を巻いて、金
具で壁に固
定する。

冷蔵庫
Check Point

L字金具や支え棒な
どで固定する。二
段重ねの場合はつ
なぎ目を金具で
しっかり連結して
おく。

タンス・本棚
Check Point

チェーンと金具
を使って数か所
止める。蛍光灯
は蛍光管の両端
を耐熱テープで
止めておく。

照明
Check Point

本体にナイロンテープなどを巻き
つけ、取りつけた金具などで固定す
る。脚には、すべり止めをつける。

ピアノ
Check Point

できるだけ低い位置に固定して
置く(家具の上は避ける)。

テレビ
Check Point

食器棚
L字金具などで固定
し、棚板には滑りに
くい材質のシート
やふきんなどを敷
く。重い食器は下の
方に置く。扉が開かないよ
うに止め金具をつける。

Check Point

突然の災害に備えて、今、自分たちでできることを見回してみましょう。 日頃から対策ができているか、
　チェックしましょう。

就寝中に地震に襲われる
と危険。子どもやお年寄
り、病人などは逃げ遅れ
る可能性がある。

寝室、子どもやお年寄りのいる
部屋には家具を置かない

12

防災対策&チェック

不安定な屋根のアンテナや、
屋根瓦は補強しておく。

屋根
Check Point

ボンベを鎖で固定しておく。
プロパンガス

Check Point

土中にしっかりとした基礎部分がな
いもの、鉄筋が入っていないものは
危険なので補強する。
ひび割れや鉄筋のさびも修理する。

ブロック塀・門柱
Check Point

植木鉢などの整理整頓をする。
落ちる危険がある場所には何も置かない。

ベランダ
Check Point

飛散防止フィルムをはる。
窓ガラス

Check Point

カメラ・
スマホなどで
４方向から

撮影しましょう

押入

和室
リビング

台所

玄関

被災した
部屋ごとに
全景を撮影
しましょう

浸水の高さが
わかるように

被害を受けた
箇所の全体が
わかるように

災害で住まいが被害を受けたときは、あまりのショックに、何から手を付けたらいいかわからなくなるかもしれま
せん。被災者の方々が一日も早く日常の生活を取り戻せるように、行政も様々な支援に動き出します。それらの支援
も受けながら、一歩ずつ再建を進めていきましょう。その支援を受けるためにも、被害状況を写真で撮るようにしま
しょう。

家の被害状況を写真で記録しましょう
片付けや修理の前に、家の被害状況を写真に撮って保存しておきましょう。
町から罹災証明書を取得して支援を受ける際や、保険会社に損害保険を請求する際などに、たいへん役に立ちます。
ポイントは、家の外と中の写真を撮ることです。

＜イメージ図＞ ★被害を受けた部屋・箇所は全て撮影しましょう。
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一緒に安全な場所へ
行きましょう

高齢者や病気の人

目の不自由な人耳の不自由な人耳の不自由な人

体の不自由な人
お年寄りや子ども、病気の人などは、
早めの避難が必要です。
協力して避難しましょう。

話す時はまっすぐ顔を向け、口
を大きくはっきりと動かしま
しょう。
手話、筆談、身ぶりなどの方法
で正確に情報を伝えましょう。

はっきり、ゆっくりと大きな声で
話しかけましょう。誘導するとき
は、ひじの辺りを軽く持ってもら
いゆっくりした速度で半歩前を
歩きましょう。

車いすの方の場合、階段で
は必ず3人以上で！
昇る時は、前向きに、降り
る時は後ろ向きにします。

◎ 作ろう、参加しよう、育てよう！
大きな災害が起こると、行政や関係機関の対応に時間が
かかることがあります。また、個人や家族の力だけでは
限界があります。
日頃の付き合いがある隣組
や自治会などで互いに協力
し、助け合える体制をつくり
ましょう。

◎ 地域を点検しよう！
地域の皆さんで事前に確認しましょう。
・ 消火栓の上や防火水槽の近くに、違法駐車や放置自転車  
   などの障害物はありませんか？ 
・ 避難所を皆さんが知っていますか？ 
・ 避難経路に危険な場所はありませんか？

◎ 初期消火活動 身の安全を確保し、火が天井に回るまでに消火器などを 
 用いた初期消火を実施。
◎ 避難誘導 高齢者や障がいのある人などへの避難支援。
◎ 救出・救助 被災者の救出。救護所への搬送。
◎ 情報の収集・伝達 災害に関する正しい情報の収集と伝達。
◎ 避難所の管理・運営 水や食料などの配給、炊き出しなどの活動。

いざというときに正しい行動が取れるように、災害の
発生を具体的に想定した防災訓練を定期的に開催しま
しょう。
・ 消火器の使い方
・ 心肺蘇生法（心臓マッサージの方法、　　
AEDの使用方法）

防災に関心を持ち、防災に
関する知識を身に付けま
しょう。災害が起こったと
きに予想される事態や対
応について話し合いま
しょう。

高齢者や障がいのある人など、特に配慮を要する人は、災害発生時に地域の皆さんの支援が必要になります。地域で協
カし合いながら、安否確認を行い避難所への移動、避難生活の支援などをしましょう。

自主防災組織とは、地域の皆さんが災害に対して協力し合う組織です。自主防災組織に積極的に参加し、地域防災活
動を行うことで災害に強いまちづくりを目指しましょう。

◎ みんなで学ぼう！

◎ 訓練をしよう！

平常時の活動

災害時の活動

AED
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日頃の備え

いいえ

例外

はい

はい

はい

いいえ

はい いいえ

ハザードマップ※で自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう。

※ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの高い区域
を着色した地図です。着色されていないところでも災害が起こる可
能性があります。

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうおそれの高い
区域の外側である

②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・食糧などの備え
が十分にある場合は自宅に留まり安全確保をすることも
可能です。ご自身または一緒に避難する方は避難に

時間がかかりますか？

警戒レベル3が出
たら、安全な親戚
や知人宅に避難
しましょう（日頃
から相談してお
きましょう）

安全な場所に住んでいて身を寄
せられる親戚や知人はいますか？

警戒レベル3が出
たら、豊前市が指
定している指定
（緊急）避難場所
に避難しましょう

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や知
人はいますか？

災害の危険があるので、原則として※、
自宅の外に避難が必要です。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や
崖のそばなどにお住まいの方は、豊前市からの避難
情報を参考に必要に応じて避難してください。

家がある場所に色が塗られていますか？

いいえ

警戒レベル４が出た
ら、豊前市が指定して
いる指定（緊急）避難
場所に避難しましょう

警戒レベル4が出た
ら、安全な親戚や知人
宅に避難しましょう
（日頃から相談してお
きましょう）

避難とは[難]を[避]けること。安全な場所にいる人は避難所に行く必要はありません。

マスク・消毒液・体温計が不足しています。できるだけ自ら携行してください。

避難先は、小中学校・公民館だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも
考えてみましょう。

豊前市が指定する避難所が変更・増設されている可能性があります。
災害時には豊前市ホームページ等で確認してください。
豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。やむをえず車中泊をする
場合は、浸水しないよう周囲の状況等を十分確認してください。

1.
2.
3.
4.
5.
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感染症対策をふまえた避難のポイント



マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

ティッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う

袖で口・鼻を覆う

予防対策
予防対策

避難者の健康状態の確認

親戚や友人の家等への避難の検討

避難所の衛生環境の確保

手洗い、咳エチケット等の
基本的な対策の徹底

生活環境を衛生的に

役割分担して運営に参加しましょう

生活ルールを守りましょう

要配慮者への配慮

●所持品は、1か所にまとめて、すぐに持ち出せ
るようにしましょう。
●避難者同士がトラブルにならないためにも、
所持品に名前を書いておきましょう。

●起床や就寝の時間、トイレの使い方、喫煙場
所など避難所のルールを守りましょう。　　

●避難者もできる範囲で、受け付けや清掃、炊き出し、
物資の配布など役割分担をしましょう。

●助け合いながら避難所運営に参加しましょう。

●障がいのある人や高齢者、妊産婦などには、手助けをしましょう。
●車いすが通行できるよう、バリアフリー化をしましょう。
●おむつ交換や補装具交換が必要なときは、間仕切りやカーテンを
設けるなどの配慮をしましょう。

避難者の健康状態を確認するため、避難所に入られる際は、ご自宅での体
温測定にご協力願います。なお、発熱、咳などの症状がある方は、かかりつけ
医に相談し、可能であれば旅館やホテル等での避難も検討してください。

避難者は頻繁に手洗いをするとともに、咳エチケ
ット等の基本的な感染対策を徹底しましょう。
他の人と2m以上離れ、会話も必要最小限にしま
しょう。

災害が発生した場合の避難所では、密閉した空間の中での集団生活等により新型コロナウイルスをはじめ、インフル
エンザや風邪等の感染症のリスクが高まる恐れがあります。少しでも感染リスクを軽減するために次のことについ
て、地震や風水害発生時の避難に備えて平時から準備をお願いします。

●ゴミは所定の場所に捨てましょう。
●トイレや浴室などの衛生を保ちましょう。発
災後にトイレが使用できない場合に備えて
簡易トイレなども備蓄しておくと便利です。

●掃除などは定期的に行い、清潔な状態を保
ちましょう。

●できるだけ体を動かしましょう。
●座ったままでも、足の指やつま先を動かすなど足の運動をしましょう。
●十分な水分をとり、脱水症状にならないようにしましょう。
●避難所ではゆったりとした服装で過ごしましょう。

●こまめに窓を開けるなど、
換気をしましょう。

●暖房機器についている排
気口に異常がないか確認
をしておきましょう。

エコノミークラス症候群とは、長時間足を動かさないでいることで足の
静脈に血栓（血の塊）ができ、歩き出した後などに血栓の一部が血流に
運ばれて肺や脳の血管をふさいでしまう病気です。肺塞栓や脳卒中を
発症するおそれもあります。長時間飛行機に乗った場合などに見られる
ことからこの名がついています。
避難所ではできるだけ体を動かすようにしましょう。

避難時に、避難所が過密状態になることを防ぐために、可能な場合は安全
な親戚や友人の家等へ避難することを検討しておいてください。

避難者が共有する物品やスペースは定期的に、家庭用洗剤を用いて清掃す
るなど、避難所の衛生環境をできる限り整えましょう。
なお、避難所の備蓄品には限りがあります。水や食料品などに加え、自身の
健康状態を確認するために体温計を持参するなど、可能な限り必要なもの
は持参してください。

車の中に避難している場合には、長時間冷暖房をつ
けっぱなしにしていると一酸化炭素中毒の危険性が
高まります。
また、狭い屋内でストーブなどを使う場合も同様です。
新鮮な空気を入れ替えることが重要です。

一酸化炭素中毒 エコノミークラス症候群
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避難所での過ごし方

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

福祉避難所に関する
問合せ先

≪連絡窓口≫
市役所総務課

82-1111

吉木955
鬼木63-1
下川底170
才尾450-3
松江991-9
千束157-2
三毛門1340-1
赤熊1359-1
松江968-1
川内3739-16
四郎丸1690-3
荒堀37-12

豊前市総合福祉センター
亀保の里
豊前サンビレッヂ
豊前アニマノ
望海荘
ケアハイツぶぜん
ケアハウスさくら
ケアポートぶぜん
向陽荘
周防学園
ほうらい山荘
恵光園

洪水
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○

土砂
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○

高潮
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○

地震
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

津波
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

No 住 所
災害対応(○:利用可能、×:利用不可)

名 称 電話番号
（市外局番0979）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

82-2710
82-2712
82-2701
82-2604
82-2666
82-2026
82-7753
82-2128
82-2253
82-2402
82-2775
82-2045
82-3196
82-2017
82-2671
82-2401
82-2670
82-2364
82-2153
82-2250
82-1111
82-2736
82-2669
88-2001
88-2787
88-2012
88-2002
84-0544
53-9535
82-2705
82-2105
82-2105

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
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中村943-1
中村392
中村412-2
四郎丸417-2
四郎丸263
大村1524
大村1780
八屋2232-1
赤熊1363-1
八屋1860-12
八屋1381-2
赤熊750
赤熊484-1
三毛門976-1
三毛門914-4
久路土1191-1
久路土1180-1
千束75
吉木1122-1
千束167
吉木955
薬師寺221-1
薬師寺70-3
下川底304-1
下河内81-9
下川底32
大河内301-3
四郎丸1041-1
八屋1776-2
八屋2009-3
青豊3-1
青豊3-1

角田小学校(体育館)
角田中学校（体育館）
角田公民館
山田小学校（体育館）
山田公民館
大村小学校（講堂）
大村公民館
八屋小学校（体育館）
八屋中学校（体育館）
中央公民館※1

八屋公民館※1

宇島小学校（体育館）
宇島公民館※1

三毛門小学校（体育館）
三毛門公民館
黒土小学校（体育館）
黒土公民館
千束小学校（体育館）
千束中学校（体育館）
千束公民館※1

豊前市役所※2

横武小学校（体育館）
横武コミュニティセンター
合河公民館
合岩小学校（体育館）
合岩中学校（体育館）
岩屋活性化センター
道の駅豊前おこしかけ
多目的文化交流センター※1

豊前市市民会館※1

福岡県立青豊高校（体育館）※1

福岡県立青豊高校（多目的ホール）

No 住 所
洪 水 土 砂 高 潮 地 震 津 波

災害対応(○:利用可能、×:利用不可) うち
指定避難所名 称 電話番号

（市外局番0979）

福祉避難所とは

自宅へ戻れなくなった被災者などが一
定期間避難生活を送るための施設です。

指定避難所とは

※1   2階建て　　※2   3階建て

災害発生時に一時的に安全を確保
するための施設です。

指定緊急避難場所とは

一般的な避難所での生活が困難な要配慮者（高齢者や障がいのある方など）が避難するための施設であ
り、市は災害の規模や避難者の状況により、福祉施設の管理者と連携を行い、避難所の開設を行います。

要配慮者利用施設とは、社会福祉施設、学校、医療施設、その他の主として防災上の配慮
を要する方々が利用する施設です。対象施設の所有者または管理者におかれましては、
避難確保計画の作成及び報告、訓練実施等の取り組みをお願いいたします。 17

避難所一覧
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わが家の「緊急・救急情報」防災メモ

※災害時には電話がつながりにくくなります。

伝言の録音
被災地の人の電話番号
（市外局番から）1 17 1 録音+ + →

伝言の再生
被災地の人の電話番号
（市外局番から）1 17 2 再生+ + →

家族の集合場所
集合場所 避難所 連絡方法

家族の連絡先及び救急情報
氏　名

型

型

型

型

型

続柄 血液型生年月日電話番号（自宅・携帯）電話番号（会社・学校） 救急情報（持病・アレルギー・常備薬）

親族・知人
氏　名 電話番号間柄

かかりつけ医療機関
医療機関名 電話番号

非常時・緊急時に連絡してほしい方や、利用してもらいたい、わが家の情報です。
災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・医療機関などに情報を提供します。

「171」に電話をかけると、伝言の録音や再生ができます。

緊急
ダイヤル

消防へ火事・救急・
救助の連絡

警察へ事件・
事故の連絡

海上の事件・
事故の連絡


